
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 38,594 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き事業継続し、夜間及び日曜、祝日等の１次救急診療体制の継続に努める。
前年度決算額 38,495 

その他 0 0 

一般財源 38,594 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 38,595 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 38,594 0 

保健衛生総務費

当初予算額 38,595 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914　 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８２（健００１） 
【事業の概要】 
　夜間及び日曜、祝日等の休日に、急な診察を必要とする１次救急（軽傷）患者が診察を 
受けられるよう、急患診療所の運営を東部医師会へ委託。 
【事業の成果】 
　日々、夜間及び日曜、祝日等の休日に、急な診察を必要とする患者が診察を受けられる 
　よう、急患診療所の運営を鳥取県東部医師会へ委託し、住民サービスの向上を図る。ま 
　た１次救急患者の受入れ促進を図り、２次および３次救急体制の負担軽減を図る。 
≪事業の内容・実績≫ 
（内容）　夜間、休日等における急患診療体制を整備する。 
　・委託先：鳥取県東部医師会 
　・診療科目：内科、小児科 
　・診察時間： 
　　<内科・小児科>　　夜間･･･通年（３６５日）　午後７時から午後１０時まで 
　　　　　　　　　　　休日･･･日曜日及び祝日並びに１２月３０日から翌年の１月３日 
　　　　　　　　　 　　　　　午前９時から午後５時まで 
  　・実施場所：鳥取県東部医師会急患診療所　（鳥取市富安１丁目５８番地１） 
（患者実績） 
　平成２３年度実績　夜間　７，９２８人　休日　４，９４４人 
　平成２４年度実績　夜間　８，７８９人　休日　５，９６０人 
　平成２５年度実績　夜間　９，４５７人　休日　７，０６１人 
【今後の課題・方向性】　市報、新聞等の広報活動もあり利用者も年々増加している。引 
き続き１次救急体制を整備しさらなる周知を図っていく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００１ 項　　目　　名 夜間休日急患診療所運営委託費等

主要な施策 夜間休日急患診療所運営委託費等 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

東部広域で実施すべきと考え、負担を継続する。
前年度決算額 1,404 

その他 0 0 

一般財源 1,383 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,383 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,383 0 

保健衛生総務費

当初予算額 1,383 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８２（健００２） 
【事業の概要】 
　県東部広域行政管理組合が業務委託する休日急患歯科診療所の負担金支出。 
　按分率は利用実績８：人口２ 
【事業の成果】 
　休日等の歯科診療を充実させ、市民サービスの向上に努める。 
≪事業の内容・実績≫ 
（内容） 
　休日等において歯科診療が受けられる体制を整備する。 
　・委託先　：鳥取県東部歯科医師会 
　・診療日　：日曜日及び祝日等の休日、盆、１２月２９日から翌年の１月３日 
　・診療時間：午前１０時から午後４時まで 
　・診療場所：休日急患歯科診療所（歯科技工専門学校内） 
　　　　　　　（鳥取市富安２丁目８４番地） 
（決算額） 
　平成２３年度実績　　　１，３４８，０００円（負担金（運営費）） 
　平成２４年度実績　　　１，４０４，０００円（負担金（運営費）） 
　平成２５年度実績　　　１，３８３，０００円（負担金（運営費）） 
（患者実績） 
　平成２３年度　７３９人（鳥取市　６００人、市外　１３９人） 
　平成２４年度　８５７人（鳥取市　６９７人、市外　１６０人） 
　平成２５年度　７６４人（鳥取市　６３９人、市外　１２５人） 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、体制の整備に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００２ 項　　目　　名 休日急患歯科診療所運営費負担金

主要な施策 休日急患歯科診療所運営負担金 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 56,916 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き病院群輪番制病院の診療体制を整え、市民サービスの向上に努める。
前年度決算額 25,620 

その他 184 0 

一般財源 17,812 諸収入 184 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 38,920 0 

地方債 0 0 

最終予算額 58,565 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 56,916 0 

保健衛生総務費

当初予算額 0 

補正予算額 58,565 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】予算事業別概要目次　６月補正予算・Ｐ１０（健００２） 
【事業の概要】 
　二次救急病院（病院群輪番制病院）として一次救急病院（夜間休日急患診療所）からの 
紹介患者、傷病者及び救急患者の診察に対応するためには、医療機器整備は常に点検、更 
新をして一定の高いレベルを保つ必要がある。 
【事業の成果】 
　必要な機器を更新し、救急患者の受け入れ態勢を整備することにより、本市の救急体制 
の充実が図られまた、救急担当医の負担軽減につながる。 
≪事業内容・実績≫ 
（内容） ・病院群輪番制病院の医療機器新規購入、更新に対して補助金を交付する。 
　　　　・県へ各病院の事業計画書を提出し、国の内示により補助金額が決定する。 
　　　　・補助金の負担区分は国１/３、県１/３、市１/３。 
　　　　・補助金額の上限は１病院につき２１，０００，０００円 
（実績） 
平成２３年度実績（平成２２年度繰越分）１，３６５，０００円（鳥取生協病院） 
平成２４年度実績　　　　　　　　　　２５，６２０，０００円 
　　　　内訳：鳥取生協病院　　　　　１２，８１０，０００円 
　　　　　　　鳥取赤十字病院　　　　１２，８１０，０００円 
平成２５年度実績 
　　　　（平成２４年度からの繰越分）１６，３８０，０００円　　　 
　　　　内訳：鳥取生協病院　　　　　　８，１９０，０００円 
　　　　　　　鳥取赤十字病院　　　　　８，１９０，０００円 
平成２５年度実績　　　　　　　　　　４０，３５１，０００円　　　 
　　　　内訳：鳥取生協病院　　　　　１９，３５１，０００円 
　　　　　　　鳥取赤十字病院　　　　２１，０００，０００円 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、救急診療体制を整え市民サービスの向上に努める。　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００３ 項　　目　　名 病院群輪番制病院設備整備事業費

主要な施策 病院群輪番制病院設備整備事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,745 その他 0 

（参考） 評価
結果

特定年齢到達者への送付は引き続き実施するが、人間ドックの申込時等に発行している随時分については、対象者が重複していく
ため段階的に作成数量を縮減していく。前年度決算額 3,173 

その他 0 0 

一般財源 3,639 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 106 0 

地方債 0 0 

最終予算額 3,852 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,745 0 

保健衛生総務費

当初予算額 4,559 

補正予算額 △ 707 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ８３（健００３） 

【事業の概要】 
　市民の健康への関心を高め、自己の健康づくりの推進のため、新しい市民健康手帳の導
入した。 

【事業の成果】 
　市民健康手帳を配布、活用を促すことで自己の健康管理を促し疾病予防へつなげる。 
≪事業の内容・実績≫ 
（内容）市民健康手帳を作成し、配布する。　 
（実績） 
　平成２２年度及び２３年度 
　・庁内会議にて手帳配布対象者、掲載内容等を検討した。 
　平成２４年度 
　・平成２４年１１月に８，０００部作成した。
    配布内訳は ４０歳、６０歳到達の市民へ郵送約５，６００部。残りを窓口等で希望者
    へ配布約２，４００部 。
　・今後の手帳の更なる普及の参考に手帳の活用モニターを募集した。 
　平成２５年度 
　・平成２５年８月に１０，０００部作成した。
    配布内訳は ４０歳、６０歳到達の市民へ郵送約５，６００部。人間ドック、特定保健
　　指導時に配布約８００部。地域の教育、相談時に配布約１，６００部。 その他若干数 

【今後の課題・方向性】 
　　引き続き市民健康手帳の発行を継続し、更なる普及に努める。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００４ 項　　目　　名 市民健康手帳導入事業費

主要な施策 市民健康手帳導入事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 4,342 その他 0 

（参考） 評価
結果

看護師等養成所の臨地実習を行う機関の看護職員実習指導者の確保を図り、臨地実習の受け入れ体制の整備に向け、引き続き事業
を継続する。学生実習がピークとなる平成２９年度までの継続は必要不可欠と考える。前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 4,342 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 5,013 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,342 0 

保健衛生総務費

当初予算額 4,500 

補正予算額 513 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 

【９次総の施策体系】3101 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８３（健００４） 

【事業の概要】 
　鳥取市では市民の健康を守る上でも現在及び将来にわたっての看護師不足解消のため、 
新たな看護師養成所の誘致に取り組んでいる。 

【事業の成果】 
　実習指導者養成講習会の受講支援をすることにより、看護師養成所の新設への課題の一 
つである実習病院の不足解消につなげる。 
≪事業の内容・実績≫ 
（内容） 
  ・県が主催する看護職員実習指導者養成講習会に職員を受講させる医療機関に受講者 
　　の受講期間（約２か月）の基本給の一部を補助する。 
　・受講者１人につき３０万円を上限とする。 
　・鳥取市単独の補助事業。 
（実績） 
　平成２５年度実績　補助対象者数　２０人 
　　　　　　　　　　補助金額　　　４，３４２，０００円 

【今後の課題・方向性】 
　・今後の看護師養成所誘致の進捗状況、鳥取県の支援状況等を踏まえて再度検討する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００５ 項　　目　　名 看護職員実習指導者養成支援事業費

主要な施策 看護職員実習指導者養成支援事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 380,531 その他 0 

（参考） 評価
結果

がん対策は、国をあげて取り組んでいるところであり、今後も受診率向上に努める必要がある。
前年度決算額 368,019 

その他 42,531 0 

一般財源 318,785 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 19,215 0 

地方債 0 0 

最終予算額 400,448 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 380,531 42,531 

健康対策費

当初予算額 393,441 

補正予算額 7,007 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320 　 
【９次総の施策体系】3102  
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８４（健００５）
 【事業の概要】 
健康増進法に基づき各種健康診査を実施し、健康意識の高揚、生活習慣改善・疾病の早期 
発見・早期治療を図る。
 【事業の成果】受診者数（受診率）＊但し子宮・乳は２年に１回受診者の割合
　胃がん検診　　平成２３年度　１４,４４４人　（２５.７％）
　　　　　　　　平成２４年度　１５,３２９人　（２６.７％）
　　　　　　　　平成２５年度　１５,６５９人　（２７.３％）
　肺がん検診　　平成２３年度　１６,０９８人　（２８.６％）
　　　　　　　　平成２４年度　１６,９１７人　（２９.５％）
　　　　　　　　平成２５年度　１６,９３０人　（２９.５％）
　大腸がん検診　平成２３年度　１５,７７２人　（２８.１％）
　　　　　　　　平成２４年度　１６,６１９人　（２８.９％）
　　　　　　　　平成２５年度　１６,８６２人　（２９.４％）
　乳がん検診　　平成２３年度　　５,０９２人　（２６.２％）
　　　　　　　　平成２４年度　　５,１５８人　（２６.５％）
　　　　　　　　平成２５年度　　５,０７９人　（２６.３％）
　子宮がん検診　平成２３年度　　７,９５７人　（２７.１％）
　　　　　　　　平成２４年度　　８,５５８人　（２８.６％）
　　　　　　　　平成２５年度　　８,３８５人　（２９.３％）
【今後の課題・方向性】 
　平成２６年度から特定年齢対象者（４１歳、４６歳、５１歳、５６歳、６１歳）に対し
て、全てのがん検診が無料となるクーポン券を 配布し、さらなる受診率向上を目指す。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００６ 項　　目　　名 健康診査費

主要な施策 健康増進事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,328 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き実施していく。
前年度決算額 2,528 

その他 208 0 

一般財源 1,866 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 254 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,363 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,328 208 

健康対策費

当初予算額 2,363 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８４（健００６） 
 
【事業の概要】 
１　健康増進法第19条の2に基づく健康増進事業、平成7年度より実施。 
２　寝たきりの主な原因のひとつである骨折予防のため、２５歳以上の女性に対して、骨 
　　量を測定し、適切な治療や食生活改善等を指導し、健康長寿を実現するために実施す 
　　るもの。 
 
【事業の成果】 
　　平成２４年度　　　１，４７２人受診 
　　平成２５年度　　　１，４１０人受診 
 
【今後の課題・方向性】 
　　低年齢からのダイエット志向、食生活の偏り等により、若い人にも骨密度の低い者が 
　あり、若年者からの検診を推進していくよう啓発が必要である。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００７ 項　　目　　名 骨粗しょう症予防対策事業費

主要な施策 骨粗しょう症予防対策事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 536 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も事業の効果を検証しながら実施していく。
前年度決算額 435 

その他 0 0 

一般財源 536 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 794 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 536 0 

健康対策費

当初予算額 794 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320 
 
【９次総の施策体系】3101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８５（健００７） 
 
【事業の概要】 
　中高年齢層に発症するくも膜下出血や脳出血等の原因となる脳動脈瘤を早期に発見し、 
　発症予防に役立てるために、４０～７０歳までの節目年齢の人（健康保険被扶養等）に 
　実施する検診。 
 
【事業の成果】 
　　平成２４年度　　３１人受診　 
　　平成２５年度　　３９人受診　 
 
【今後の課題・方向性】 
　　　脳ドックの検査意義を浸透させていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００８ 項　　目　　名 脳ドック検診事業費

主要な施策 脳ドック検診事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,327,040 その他 0 

（参考） 評価
結果

地方公営企業繰出基準（総務副大臣通知）に基づき、今後も開設者が負担すべき経費を繰出ししていく。
前年度決算額 1,293,427 

その他 0 0 

一般財源 1,324,702 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,338 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,330,830 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,327,040 0 

市立病院事業会計へ繰出

当初予算額 1,339,275 

補正予算額 △ 8,445 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 

【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８５（健００８） 

【事業の概要】 
　鳥取市病院事業会計へ繰出 

【事業の成果】 
　地方公営企業繰出基準（総務副大臣通知）に基づき、開設者が負担すべき経費を繰出し 
、経営基盤の強化を図る。 
≪実績≫ 
　平成２３年度実績　　　　１，４３４，４１８，０００円 
　平成２４年度実績　　　　１，２９３，４２７，０００円 
　平成２５年度実績　　　　１，３２７，０４０，０００円 

【今後の課題・方向性】 
　地方公営企業法等に定める経営に関する基本原則を堅持しながら経営の健全化を促進し 
ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 他会計繰出

目

健００９ 項　　目　　名 市立病院事業会計へ繰出

主要な施策 市立病院事業会計へ繰出 ページ 35 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 883,335 その他 0 

（参考） 評価
結果

国の基準に準じて継続実施する。
前年度決算額 877,174 

その他 1,779 0 

一般財源 587,537 諸収入 1,779 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 294,019 0 

地方債 0 0 

最終予算額 887,406 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 883,335 0 

児童福祉総務費

当初予算額 874,555 

補正予算額 12,851 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８６（健００９） 、１２月補正予算・Ｐ２１（健００３）

【事業の概要】 
　離婚の増加によりひとり親家庭は増加している。平成２２年度より父子家庭、平成２４ 
年度より配偶者からの暴力（ＤＶ）被害者も対象となった。 
　父親又は母親のいないひとり親家庭に手当てを支給することで、その自立を扶助し、児 
童福祉の増進を図る。 

【事業の成果】 
　18歳未満の子を養育する父、母又は養育者に対して手当てを支給。 
　全部支給　月額41,430円、一部支給　月額9,780円～41,420円 
　子二人目は5,000円加算、三人目以降3,000円加算　 
　※所得制限あり 
　　　　　　　　　受給者数　　　　支給額 
　平成２３年度　１，８５２人　　８７４，４２６千円 
　平成２４年度　１，９００人　　８７４，５１６千円 
　平成２５年度　１，９６９人　　８８０，６９９千円 

【今後の課題・方向性】 
　国の基準に準じて今後も継続して事業を実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１０ 項　　目　　名 児童扶養手当費

主要な施策 児童扶養手当費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,117 その他 0 

（参考） 評価
結果

保護者の養育支援や児童の健全育成の環境を確保するため、制度を継続して維持する。
前年度決算額 2,643 

その他 215 0 

一般財源 1,602 諸収入 215 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,300 0 

地方債 0 0 

最終予算額 3,398 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,117 0 

児童福祉総務費

当初予算額 3,398 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８６（健０１０） 

【事業の概要】 
　仕事、疾病、家庭の事情等で子育てが出来ないために、夜間、宿泊を伴う一時預かりを 
求める現状がある。 
　夜間、宿泊を伴う一時預かりを実施することで、保護者の負担軽減を図り、もって児童 
福祉の向上に資する。 

【事業の成果】 
　ｼｮｰﾄｽﾃｲ：宿泊を伴う一時預かり(最高7日間を限度)。 
　ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ：平日、休日の夜間（午後10時まで）の預かり。 
　委託先：鳥取こども学園、青谷こども学園 
　　延べ日数　　　　　ｼｮｰﾄ　　ﾄﾜｲﾗｲﾄ 
　　平成２３年度　　５３９日　２１４日 
　　平成２４年度　　３０１日　１７４日 
　　平成２５年度　　４８１日  １３３日 

【今後の課題・方向性】 
　児童健全育成の環境を確保するため、今後も継続する必要がある。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１１ 項　　目　　名 子育て支援短期利用事業費

主要な施策 子育て支援短期利用事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,092,109 その他 0 

（参考） 評価
結果

制度に沿った支援を継続的に行い、子どもの健全育成に繋げる。
前年度決算額 3,168,516 

その他 0 0 

一般財源 474,703 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,617,406 0 

地方債 0 0 

最終予算額 3,129,292 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,092,109 0 

児童福祉総務費

当初予算額 3,063,923 

補正予算額 65,377 

予算流・充用額 △ 8 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 

【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８７（健０１１） 、１２月補正予算・Ｐ２２（健００５）

【事業の概要】 
　平成24年4月より従前の「子ども手当」に代わり制度開始したもの。 
　児童を養育している人に手当を支給することにより、各家庭における子育て費用の負担 
軽減を図り、もって児童の健全育成につなげる。 
　対象：中学校修了前の児童 
　金額：３歳未満の子ども1人あたり月額15,000円、３歳以上小学校修了までの子ども1人 
　　　　あたり月額10,000円（第1子・2子）、３歳以上小学校修了までの子ども1人あた 
　　　　り月額15,000円（第3子以降）、中学生の子ども1人あたり月額10,000円 
 
【事業の成果】 
　子どもを養育している人に手当を支給することにより、各家庭における子育て費用の　 
負担軽減を図り、子どもの健全育成につながる。 
　　支給対象者　２３，５２９人(平成２５年度実績)　 
 
【今後の課題・方向性】 
　制度に沿った支援を継続的に行い、子どもの健全育成に繋げる。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１２ 項　　目　　名 児童手当費

主要な施策 児童手当費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 10,833 その他 0 

（参考） 評価
結果

就職に有利な資格を取得する期間の経済的な負担の軽減により、資格取得に打ち込めることが可能になる。職業能力開発の講座受
講料の助成と併せて継続的な取組みを行う。前年度決算額 27,909 

その他 0 0 

一般財源 2,709 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8,124 0 

地方債 0 0 

最終予算額 10,833 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 10,833 0 

母子福祉費

当初予算額 22,980 

補正予算額 △ 12,147 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８８（健０１３） 

【事業の概要】 
　母子家庭において、就職に有利な資格を取得する場合には期間がかかり、その間の生活
費の不安 から資格取得に取組めない現状がある。 
　就職に有利で、かつ生活の安定につながる看護士、介護福祉士等国家資格取得養成機関 
在籍中、給付金を支給することにより、経済的な負担の軽減が図られ資格取得に打ち込め
る 。 

【事業の成果】 
　高等職業訓練促進費：看護士、介護福祉士等の国家資格取得のために養成機関に2年以 
上在籍する場合に給付金を支給。 
　平成２３年度　２２名 
　平成２４年度　２２名 
　平成２５年度　１０名（内新規入学者２名、卒業７名） 

【今後の課題・方向性】 
　職業能力開発の講座受講料の助成と併せて継続的な取組みを行う。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１３ 項　　目　　名 母子家庭自立支援給付金事業費

主要な施策 母子家庭自立支援給付金事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 918,857 その他 0 

（参考） 評価
結果

市立保育園の運営に要する経費の支出であり今後とも継続する必要がある
前年度決算額 963,195 

その他 40,725 0 

一般財源 807,843 諸収入 37,770 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 70,289 117 

地方債 0 0 

最終予算額 949,549 その他財源の内訳

分担金 0 

2,838 

本年度決算額 918,857 0 

保育所費

当初予算額 999,219 

補正予算額 △ 49,620 

予算流・充用額 △ 50 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理企画係　0857-20-3461 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８８（健０１４） 
 
【事業の概要】 
　市立保育園２９園の光熱水費など施設管理費、給食費、臨時保育士等の人件費などの支 
出。 

【事業の成果】 
　保育業務による子育て支援の実施。 
　市立保育園の円滑な運営。 
 
【今後の課題・方向性】 
　市立保育園の運営に要する経費の支出であり今後とも継続する必要がある 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１４ 項　　目　　名 市立保育園運営費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 87,448 その他 0 

（参考） 評価
結果

保護者の仕事と子育ての両立を支援し、安心して子育てができる環境を提供するため今後も継続する。
前年度決算額 89,790 

その他 7,364 0 

一般財源 70,354 諸収入 7,364 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,730 0 

地方債 0 0 

最終予算額 88,686 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 87,448 0 

保育所費

当初予算額 89,983 

補正予算額 △ 1,297 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８９（健０１５） 

【事業の概要】 
　勤務時間の多様化により、保育時間の延長、休日の保育園利用の要望がある。利用者の 
要望に応えた保育業務を実施することで、仕事と子育てとの両立を支援し、安心して子育 
てができる環境の充実を図る。 

【事業の成果】 
　１．延長保育：通常18時までの預かり時間を最長19時半まで延長するもの。 
　　実施保育園17園（旧市×8、国府×2、福部×1、河原×1、用瀬×1、気高×2、鹿野× 
1、青谷×1） 
　２．一時保育：保護者の都合等で非入園児童の預かりを一日単位で行なうもの。 
　　実施保育園5園（河原×1、用瀬×1、気高×１、鹿野×1、青谷×1、旧市は私立のみ4 
園が実施） 
　３．休日保育：日曜、祝日の保育要望に応えるもの。 
　　実施保育園1園（千代保育園）　 

【今後の課題・方向性】 
　仕事と子育ての両立が図られるよう引き続き実施していく。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１５ 項　　目　　名 市立保育園特別保育事業費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 236,682 その他 0 

（参考） 評価
結果

民間の経営手法を活かして保育園運営を実施するため今後も継続する。
前年度決算額 263,405 

その他 58,998 0 

一般財源 170,880 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,804 0 

地方債 0 0 

最終予算額 246,703 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 236,682 58,998 

保育所費

当初予算額 274,270 

補正予算額 △ 27,567 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ８９（健０１６）

【事業の概要】 
　大正保育園と久松保育園に指定管理者制度を導入して運営している。 
　指定管理者制度を導入することで、運営コストの軽減、保育ニーズの多様化への対応が
図れ る。 
 
【事業の成果】 
　　平成２４年度　　保育園２園（松保保育園・久松保育園）の運営委託。
 　　平成２５年度～　保育園２園（大正保育園・久松保育園）の運営委託。
　　　　　　　　　　松保保育園は民間移管。
 　　　　　 
【今後の課題・方向性】
　平成２６年度より久松保育園は民間へ譲渡し、新たに白兎保育園を指定管理とする。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１６ 項　　目　　名 市立保育園運営委託費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,322,494 その他 0 

（参考） 評価
結果

国が定める制度に基づき継続する。
前年度決算額 2,186,456 

その他 474,026 0 

一般財源 681,072 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,167,396 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,368,445 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,322,494 474,026 

保育所費

当初予算額 2,372,722 

補正予算額 △ 2,264 

予算流・充用額 △ 2,013 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９０（健０１７） 
 
【事業の概要】 
　私立保育園は国の基準に基づいて運営費が定められており、入所児童数に応じた費用を 
支払うもの。 
 
【事業の成果】 
　私立保育園の安定的な運営が確保され、入所児童の環境向上に繋がった。 
　在園児童数、特別保育事業に基づく委託料の支払い。 
　　　　　　　特別保育事業・・・障がい児保育、乳児保育、延長保育等 
 
　　平成２３年度　１４園　園児数２，４８０人　委託料１，９８７，８３６千円
　　平成２４年度　１６園　園児数２，６４１人　委託料２，１６７，１５３千円
 　　平成２５年度　１７園　園児数２，８４３人　委託料２，２９７，７４３千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【今後の課題・方向性】
　国が定める制度に基づき継続する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１７ 項　　目　　名 私立保育園運営費

主要な施策 私立保育園運営費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 45,979 その他 0 

（参考） 評価
結果

保育士等の人材確保のため必要な事業であり、今後も継続して事業を行っていく。
前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 45,979 0 

地方債 0 0 

最終予算額 51,791 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 45,979 0 

保育所費

当初予算額 0 

補正予算額 51,791 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　８月補正予算・Ｐ１５（健００２）

【事業の概要】 
　待機児童解消のため、保育所の整備等によって量的拡充が図られているところである
が、 保育の担い手である保育士等の確保が課題となっている。  
　保育士等の人材確保対策の一環として、保育士等の処遇改善に取り組む保育所に助成を 
行い保育士等の確保を推進する。 

【事業の成果】 
　私立保育所における職員平均勤続年数に応じて、保育所運営費の民間施設給与等改善費 
を基礎に、保育士等の処遇改善に要する費用を保育所に対して助成。 
　平成２５年度　１５園　　補助額４４，７６７千円 

【今後の課題・方向性】 
　保育士等の人材確保のため必要な事業であり、国の制度に基づき今後も継続して事業を
行っていく。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１８ 項　　目　　名 保育士等処遇改善臨時特例事業費

主要な施策 私立保育園運営費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 47,104 その他 0 

（参考） 評価
結果

県の制度を利用して今後も継続する。
前年度決算額 38,981 

その他 0 0 

一般財源 16,352 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 30,752 0 

地方債 0 0 

最終予算額 48,931 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 47,104 0 

保育所費

当初予算額 44,907 

補正予算額 4,024 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９０（健０１８） 

【事業の概要】 
　保育士１名が担当できる児童の数は国の基準で０歳児３名、１歳児６名と定められてい 
いるが、年齢が１歳違うだけで保育士の負担が倍増する。また発達障がい児や気になる子 
への対応、保護者支援など保育士に求められる課題が多様化している。 
　1歳児が5人以上入園している保育園で、1人の保育士が担当する1歳児の人数が4.5人以 
下になるように配置している場合に補助金を交付するもの。 
　保育士の担当園児数が減ることでよりきめ細かい保育の実施が確保される。 

【事業の成果】 
　補助基準額（月額）　１歳児受入れに係る国配置基準と県配置基準における保育士数の 
人役差×保育士人件費（月額）（正規職員：259,000円、非正規職員：148,500円） 
　実施保育園　１７保育園 
　補助金額　 
　　平成２３年度　３６，６８０千円
　　平成２４年度　３８，９８１千円
　　平成２５年度　４７，１０４千円 

【今後の課題・方向性】 
　保育の充実を図っていくうえで重要な事業であり今後も継続して実施する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０１９ 項　　目　　名 低年齢児受入保育所保育士特別配置事業費補助金

主要な施策 私立保育園運営施設助成費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 14,434 その他 0 

（参考） 評価
結果

保育の充実を図っていくうえで重要な事業であり今後も継続して実施する。
前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 14,434 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 15,059 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 14,434 0 

保育所費

当初予算額 16,698 

補正予算額 △ 1,639 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９１（健０１９） 

【事業の経過及び背景】保育士１名が担当できる児童の数は国の基準で２歳児６名、３歳 
児２０名と定められていいるが、年齢が１歳違うだけで保育士の負担が３倍超に増加する 
。また発達障がい児や気になる子への対応、保護者支援など保育士に求められる課題が多 
様化している。 

【事業の目的及び効果】保育士の担当園児数が減ることでよりきめ細かい保育の実施が確 
保される。 

【事業の内容・実績】1人の保育士が担当する3歳児の人数が15人以下になるように配置し 
ている場合に補助金を交付。 
　補助基準額（月額）　３歳児受入れに係る国配置基準と県配置基準における保育士数の 
人役差×保育士人件費（月額）（正規職員：259,000円、非正規職員：148,500円） 
　実施保育園　１７保育園 
　補助金額　平成２５年度　１４，４３４千円 

【今後の課題・方向性】 
　保育の充実を図っていくうえで重要な事業であり、低年齢児受入保育所保育士特別配置
事業費補助金の中で、今後も継続して実施する。　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２０ 項　　目　　名 ３歳児受入保育所保育士特別配置事業費補助金（私立分）

主要な施策 私立保育園運営施設助成費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 121,864 その他 0 

（参考） 評価
結果

民間法人の保育所施設の整備計画に応じて事業を実施
前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 40,622 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 81,242 0 

地方債 0 0 

最終予算額 123,143 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 121,864 0 

保育所費

当初予算額 0 

補正予算額 123,143 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理企画係　0857-20-3461

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ１１（健００４）

【事業の概要】 
　近年、保育需要の増大とともに保育ニーズの低年齢化により保育園の収容力に不足が生 
じている一方で、幼稚園に入園する児童数が減少している。幼保連携施設による受入れな 
ど、園児の受入れ体制の整備が求められている。 
　国の子育て支援対策として創設された「安心こども基金」による補助事業により、民間 
法人が行う保育所整備等に助成を行い、施設定員の増員による待機児童対策に資する。 

【事業の成果】 
　整備内容：幼保連携型認定こども園開設のための施設整備、平成26年4月1日開園予定　 
①鳥取第二幼稚園（学校法人　矢谷学園） 
　総事業費：183,456千円　 
　助成額：113,267千円（うち県：75,511千円、市：37,756千円） 
②いなば幼稚園（学校法人　いなば幼稚園） 
　総事業費：11,464千円 
　助成額：8,597千円（うち県：5,731千円、市：2,866千円） 

【今後の課題・方向性】 
　今後も園児の受け入れ体制の整備と待機児童対策として継続して事業を実施する。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２１ 項　　目　　名 保育所緊急整備事業費補助金

主要な施策 私立保育園運営施設助成費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 62,482 その他 0 

（参考） 評価
結果

計画的に耐震改修を進め、利用者の安心安全を確保する。
前年度決算額 51,531 

その他 40 0 

一般財源 16,842 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 40 

地方債 45,600 0 

最終予算額 100,015 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 62,482 0 

保育所費

当初予算額 100,010 

補正予算額 0 

予算流・充用額 5 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理企画係　0857-20-3461
 
【９次総の施策体系】1101
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９１（健０２０） 
 
【事業の概要】 
　耐震診断の結果、耐震性の低い保育園の早期改築を行うことで、安心・安全な保育環境 
を整備し、併せて施設収容力を拡大することによる待機児童対策を行う。 
 
【事業の内容・実績】 
　賀露保育園、富桑保育園の基本及び実施設計を実施。 
 　（翌年度繰越額　33,737千円　賀露保育園用地造成工事）
 

【今後の課題・方向性】 
　引続き計画的に耐震改修を推進し、利用者の安全安心を確保する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２２ 項　　目　　名 保育園耐震改修等事業費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 248,409 その他 0 

（参考） 評価
結果

さじ保育園完成により事業終了。
前年度決算額 4,936 

その他 0 0 

一般財源 21,449 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 70,160 0 

地方債 156,800 0 

最終予算額 254,840 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 248,409 0 

保育所費

当初予算額 254,835 

補正予算額 0 

予算流・充用額 5 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理企画係　0857-20-3461 
 
【９次総の施策体系】1101
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９２（健０２１） 
 
【事業の概要】 
　佐治地域にあるひまわり保育園、ふたば保育園の２園を統合し、佐治中学校跡地に新園
舎を建設することで保 育環境とサービスの充実を図る。 
 　　さじ保育園　　鳥取市佐治町古市　地内　　定員60名
　　　　　　　　　建築面積662.83㎡

【事業の成果】 
　平成２４年度　基本設計及び実施設計。各種調査業務の実施。  
　平成２５年度　建築工事及び外構工事の実施。
　 
 
【今後の課題・方向性】 
　さじ保育園完成により事業終了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２３ 項　　目　　名 佐治地域保育園施設整備費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 39,116 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育て支援に必要な事業であり、継続して取組む。
前年度決算額 35,245 

その他 551 0 

一般財源 16,649 諸収入 551 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 21,916 0 

地方債 0 0 

最終予算額 39,562 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 39,116 0 

保育所費

当初予算額 37,398 

補正予算額 150 

予算流・充用額 2,014 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
【９次総の施策体系】1101
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９２（健０２２） 
【事業の概要】 
　①病児保育事業（せいきょうこどもクリニック） 
　　　児童が病気の回復期に至らない場合で、当面の症状の急変が認められない場合にお 
　　いて、通常保育とは別の専用施設で預かることにより、児童の健全育成と親の子育て 
　　と仕事との両立支援を図る。せいきょう病院で実施。 
　②病後児保育事業 
　　　病気回復期で集団保育が出来ない児童を通常保育とは別の専用施設で預かることに 
　　より、児童の健全育成と親の子育てと仕事との両立支援を図る。 
　③非施設型病児・病後児保育事業（ＮＰＯ法人ＫｉＲＡＬｉ） 
　　　病気回復期で集団保育が出来ない児童を施設で預かるのではなく、子どもの家に保 
　　育者が伺い病児・病後児保育を行い、親の子育てと仕事との両立支援を図る。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　利用時間　　　　利用料金 
　せいきょうこどもクリニック　8：00～18：00　2,500円／日（２回目以降1,000円） 
　市立病院　　　　　　　　　　8：00～18：00　2,500円／日（２回目以降1,000円） 
　散岐保育園　　　　　　　　　8：30～17：30　　500円／日 
　すくすく保育園　　　　　　　8：30～17：30　　500円／日 
　ひかり保育園　　　　　　　　8：30～17：30　　500円／日 
　ＮＰＯ法人ＫｉＲＡＬｉ　　　8：30～18：30　　500円／時間（別途入会金、年会費） 
 【事業の成果】 
　平成２３年度 １，４１９人 平成２４年度 １，５８１人 平成２５年度 １，７０８人 
【今後の課題・方向性】 
　子育て支援に必要な事業であり、継続して取り組む。　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２４ 項　　目　　名 病児・病後児保育事業費

主要な施策 病児・病後児保育事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,923 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も継続して支援を行う。
前年度決算額 2,923 

その他 0 0 

一般財源 2,923 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,924 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,923 0 

保育所費

当初予算額 2,924 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理企画係　0857-20-3461 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９３（健０２３）

【事業の概要】 
　本市の待機児童対策、中心市街地のにぎわい創出を図るための新たなモデル事業として 
まちなか保育モデル事業を実施する。 
　①補助対象者：社団法人　地域サポートネットワークとっとり 
　②まちなか保育所コモド園（認可外保育施設　平成２３年８月開設）の運営費補助 
　③内容 
　・定員：９名（0～2歳対象） 
　・開所時間：平日・土曜7:30～18:00 
　・職員体制：保育所基準に準じて配置 
　・料金：保育料：40,000円（月額　給食費含む）、託児料：600円（１時間） 

【事業の成果】 
　保育事業と託児事業の年間受入れ児童数
　　平成２３年度　５２２人
　　平成２４年度　７８３人
　　平成２５年度　７６４人 

【今後の課題・方向性】 
　今後も継続して支援していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２５ 項　　目　　名 まちなか保育支援モデル事業費

主要な施策 認可外保育園子育て支援事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 518 その他 0 

（参考） 評価
結果

本事業は２５年度で終了。
今後、この取り組みにより得られた成果を保育士の資質向上に繋げていく。前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 518 0 

地方債 0 0 

最終予算額 525 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 518 0 

保育所費

当初予算額 0 

補正予算額 525 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】指導係　0857-20-3462 

【９次総の施策体系】1101
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ１２（健００５）

【事業の概要】 
　幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を図るため、「幼保小連携カリキュラム」 
に基づき、園内研修の開催、公開研究会の開催などにより保育士の資質向上を図るととも 
に、各種交流等を取り入れた小学校との連携体制の充実を図る。 
 
【事業の成果】 
　園内研修会や公開研究会、小学校との合同研修会の開催 
　保育園と小学校との交流事業の開催 
　・すくすく保育園 ⇔ 青谷小学校 
　・城北保育園 ⇔ 城北小学校 ⇔ 第二幼稚園 
　・福部幼稚園 ⇔ 福部小学校　 
 
【今後の課題・方向性】 
　本事業は２５年度で終了。 
　今後、この取り組みにより得られた成果を保育士の資質向上に繋げていく。　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２６ 項　　目　　名 幼児教育パワーアップ事業費

主要な施策 幼児教育パワーアップ事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 73,964 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子家庭やＤＶ等特別な事情のある家庭が自立を目指すために、安全で安心して暮らせる施設を提供するため継続して維持する必
要がある。前年度決算額 66,426 

その他 20,328 0 

一般財源 21,955 諸収入 19,905 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 31,681 0 

地方債 0 0 

最終予算額 73,968 その他財源の内訳

分担金 0 

235 

本年度決算額 73,964 188 

母子生活支援施設費

当初予算額 73,808 

補正予算額 160 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９３（健０２４） 
 
【事業の概要】 
　離婚、ＤＶ等事情のある母子家庭の自立を支援するため、安全で安心して暮らせる住居 
が必要であり、そのため、鳥取市母子生活支援施設「つくし」を設置し、運営を（社福） 
鳥取福祉会に指定管理委託する。 
 
【事業の成果】 
　１８歳までの児童を養育或いはＤＶ等特別な事業のある母子家庭に住居を提供すること 
で、当該家庭が精神的にも経済的にも自立できるよう支援を図った。 
　・鳥取市母子生活支援施設「つくし」の運営･･･20世帯入居可能 
　　　平成２３年度入居世帯数　２４世帯 　　６０人
 　　　平成２４年度入居世帯数　２４世帯　　６０人
　　　平成２５年度入居世帯数　２６世帯　　６７人

【今後の課題・方向性】 
　入居・支援を必要とする母子家庭のため運営を続ける。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０２７ 項　　目　　名 母子生活支援施設運営費

主要な施策 母子生活支援施設運営費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 89,640 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施する。
前年度決算額 88,479 

その他 0 0 

一般財源 68,124 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 21,516 0 

地方債 0 0 

最終予算額 90,983 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 89,640 0 

私立学校振興費

当初予算額 93,624 

補正予算額 △ 2,641 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９４（健０２５） 

【事業の概要】 
　私立幼稚園への就園を促進するため、保護者の経済的負担の軽減する補助制度を設けて 
いる。保護者の経済的負担を軽減することで、幼稚園入園を促され、子どもが幼稚園での 
集団生活を経験すること等により社会性の発達に資するもの。 

【事業の成果】 
　私立幼稚園の入園料、保育料の一部について、市民税所得割の区分に応じて減免する幼 
稚園に対し補助金を交付。 
　また、今後も私立幼稚園における２歳児の就園促進を図るため、平成25年度より２歳児 
においても適用。 
　　　　　　　　　　対象人数　　　補助金額 
　　平成２３年度　１，２２２人　９９，４８９千円 
　　平成２４年度  １，１０９人　８８，４７８千円 
　　平成２５年度  １，０３７人　８９，６４０千円 

【今後の課題・方向性】 
　子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施する。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目

健０２８ 項　　目　　名 私立幼稚園就園奨励費補助金

主要な施策 私立幼稚園就園奨励費補助金 ページ 44 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 61,902 その他 0 

（参考） 評価
結果

幼稚園運営に必要な事業であり、今後も継続して取組む。
前年度決算額 61,902 

その他 0 0 

一般財源 61,902 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 61,902 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 61,902 0 

私立学校振興費

当初予算額 61,902 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９４（健０２６） 

【事業の概要】 
　私立幼稚園への運営費の補助により、人件費等が運営経費に占める割合が低くなること 
で、幼児教育環境の整備・向上が促がされる。 

【事業の成果】 
　補助総額の35％を均等割、55％を園児数割、10％を子育て支援割りとして計算した額を 
運営費として交付。21年度より2歳児受入実施園に対し1人あたり30千円を補助。 
　補助実績 　（私立幼稚園１２園）
　　平成２３年度　６１，９０２千円
　　平成２４年度　６１，９０２千円
　　平成２５年度　６１，９０２千円 

【今後の課題・方向性】 
　幼稚園の環境向上のため継続して実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目

健０２９ 項　　目　　名 私立幼稚園運営費補助金

主要な施策 私立幼稚園運営費補助金 ページ 44 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 8,344 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施するものである。
前年度決算額 8,210 

その他 0 0 

一般財源 8,344 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 8,985 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 8,344 0 

私立学校振興費

当初予算額 8,985 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９５（健０２７） 

【事業の概要】 
　多子世帯の幼稚園保育料を軽減することにより、経済的負担の軽減及び子育てしやすい 
環境づくりを促進する。 
　市内に在住し、私立幼稚園に在園する同一世帯の第3子以降に係る保育料を軽減する。 
　保護者が幼稚園に支払う保育料から「同時在園保育料軽減」及び「就園奨励費補助金」 
を控除した額（補助対象経費）に4分の1を乗じて得た額を交付するもの。 
　また、今後も私立幼稚園における２歳児の就園促進を図るため、平成25年度より２歳児 
においても適用する。 

【事業の成果】 
（補助実績） 
  　平成２３年度　２１５人　８，５５１千円 
  　平成２４年度　２０４人　８，２１０千円 
　　平成２５年度　２０２人　８，３４４千円 

【今後の課題・方向性】 
　子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施する。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目

健０３０ 項　　目　　名 私立幼稚園第３子保育料軽減子育て支援事業費補助金

主要な施策 私立幼稚園第３子保育料軽減子育て支援事業費補助金 ページ 44 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,172 その他 0 

（参考） 評価
結果

公衆浴場の経営の安定を図り、市民の公衆衛生基盤を安定的に確保するため、今後とも運営費等への助成を継続していく。
前年度決算額 2,307 

その他 0 0 

一般財源 1,172 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,000 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,172 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,172 0 

保健衛生総務費

当初予算額 2,172 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3201
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９５（健０２８） 

【事業の概要】 
　公衆浴場の運営費・施設整備費に対して県・市で助成することにより、公衆浴場の経営 
の安定を図り、地域住民の公衆衛生基盤を安定的に確保する。 

【事業の成果】 
　４公衆浴場に対し公衆浴場確保対策補助金を交付した。 
（補助対象公衆浴場） 
　宝温泉、木島温泉、合名会社元湯温泉、有限会社日乃丸温泉 
（１公衆浴場あたりの助成限度額） 
　・年間運営費補助　　　上限５１３千円/浴場（県補助１/２） 
　・利用促進事業　　　　上限　３０千円/浴場 
 
　平成２３年度決算額　３，１３２，０００円　４公衆浴場(省エネ機器整備加算あり) 
　平成２４年度決算額　２，３０７，１７８円　４公衆浴場(原油価格高騰対策加算あり) 
　平成２５年度決算額　２，１７２，０００円   ４公衆浴場

【今後の課題・方向性】 
　公衆浴場の経営の安定を図り、市民の公衆衛生基盤を安定的に確保するため、今後とも 
運営費等への助成を継続していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３１ 項　　目　　名 公衆浴場確保対策補助金

主要な施策 公衆浴場運営補助金 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,204 その他 0 

（参考） 評価
結果

健康ひろば事業は、本年度第３０回の開催となり、アンケート結果など市民ニーズをとらえながら改善し、健康づくりの市民への
啓発活動等一定の成果を上げてきた。今後、関係団体の活動の場として活用するなど事業の在り方を検討しながら継続する必要が
ある。前年度決算額 1,248 

その他 0 0 

一般財源 1,204 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,250 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,204 0 

健康対策費

当初予算額 1,250 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９６（健０２９） 

【事業の概要】 
　市民一人ひとりが生涯を通じて、その人らしく健康で豊かな人生を送ることを目指して 
策定された「とっとり市民元気プラン２０１１」を推進するため、市民一人ひとりが健康 
づくりの意識と意欲を高め、主体的に取り組むきっかけづくりを目的とした健康づくり講 
演会等を実施する。 
　（１）歯科講演会 
　（２）健康づくり講演会 
　（３）しゃんしゃん体操実演 
　（４）健康相談コーナーの設置 
　　　　内科相談・血圧自己測定・栄養相談・簡易血糖検査等 
　（５）展示・地元特産物の販売、等 

【事業の成果】 
　平成２３年度 　決算額　１,４２３，８７２円 　来場者　約９００名
　平成２４年度　決算額　１,２４７，７８４円　来場者　約３５０名 
　平成２５年度　決算額　１,２０４，４６１円　来場者　約６００名 
　　　　　　　　（平成２５年１１月２３日（土）鳥取市民会館）
　　　　　　　 
【今後の課題・方向性】　 
　社会状況やアンケートによる市民の要望を考慮して内容を毎回見直し、継続して実施す 
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３２ 項　　目　　名 健康ひろば事業費

主要な施策 健康ひろば事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 3,073 その他 0 

（参考） 評価
結果

「食」の多様化に伴い、生活習慣病の増加や「食」に関する情報が多い中、食生活改善推進員の養成を行い、確かな知識の普及に
つなげ、また、食生活改善推進員の地区での活動を円滑に実施できるよう支援をし、食生活改善推進員が市民へ継続して啓発に取
り組むことで、市民の疾病予防につなげていく。前年度決算額 3,771 

その他 0 0 

一般財源 3,073 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 3,680 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,073 0 

健康対策費

当初予算額 3,680 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９６（健０３０） 
 
【事業の概要】 
　生活習慣病予防のための知識を習得し、家族、地域の食生活改善、健康づくりの実践を 
推進するため、平成９年度より食生活改善推進員養成講座を実施。 
　養成講座修了生で組織される鳥取市食生活改善推進員連絡協議会に、地域における食生 
活改善地区活動事業を委託し、生活習慣病の予防を啓発。 
 
【事業の成果】 
　増加する生活習慣病予防に最も重要である食生活の改善を広く普及し、生活習慣病予防 
、健康づくりの推進につなげた。 
 
　　　　　　　　　　　決算額　　　　　地区伝達講習会（回数）
　平成２３年度　３，６８０，３０４円　　　　　　　４１２回
　平成２４年度　 ３，７７０，９９３円　　　　　　　３７７回
　平成２５年度　３，０７２，８１７円　　　　　　　３２０回 
　
 【今後の課題・方向性】 
　「食」に関する情報が多い中、食生活改善推進員の養成と食生活改善推進員の地区活動 
を通して、確かな知識の普及に継続して取り組んでいくとともに、食生活改善推進員連絡 
協議会及び各支部における伝達講習会等、活動が円滑に推進できるよう支援をしていく。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３３ 項　　目　　名 食生活改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 485 その他 0 

（参考） 評価
結果

生活習慣病の発症予防及び重症化予防には食生活改善が大変重要であり、今後も対象者に合わせた支援をしていく必要がある。
前年度決算額 487 

その他 0 0 

一般財源 485 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 560 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 485 0 

健康対策費

当初予算額 560 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９７（健０３１） 
 
【事業の概要】 
　生活習慣病（がん、糖尿病など）の増加に伴い、平成１７年度より栄養セミナー、平成
１８年度より糖尿病食生活教室、平成２２年度より減塩教室を開催し、予防啓発につなげ
る。 
 
 【事業の成果】 
　不適切な食習慣や運動不足による生活習慣病の増加が重要な課題になっている。これら 
に対処するため、各地域での栄養改善に関する健康教育、健康相談を実施することにより 
、地域住民の健康づくりおよび生活習慣病の発症予防、重症化予防を推進することができ 
た。 
 
　　　　　　　　　　 　　　平成２３年度　　　平成２４年度　 　 平成２５年度 
・栄養セミナー（平日） 　　３回シリーズ×２　３回シリーズ×２　３回シリーズ×１ 
・糖尿病食生活教室（平日） ４回シリーズ×１　４回シリーズ×１　４回シリーズ×１ 
　　　　 　　　 （土曜日） ３回シリーズ×１  ３回シリーズ×１　４回シリーズ×１
 
・減塩教室（平日）　　　　 ２回シリーズ×１　２回シリーズ×１　２回シリーズ×１ 
・決算額　　　　　　 　　　５１４，４９１円　４８７，４２３円　４８４，９８７円 
 
【今後の課題・方向性】 
　生活習慣病の発症には「食」に起因する疾病が多く、一人でも多くの市民の生活習慣病 
の発症予防および重症化予防につなげるため、個人に合わせた支援をしていく。　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３４ 項　　目　　名 成人栄養改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 974 その他 0 

（参考） 評価
結果

実習や講話を通して、乳幼児期からの食生活の大切さを伝えることにより、食生活改善に寄与していると考える。今後も対象者に
合わせた支援をしていく必要性がある。前年度決算額 992 

その他 0 0 

一般財源 974 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,029 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 974 0 

健康対策費

当初予算額 1,029 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９７（健０３２） 
 
【事業の概要】 
　乳幼児期の食のあり方は、健康的な食習慣を定着させる大切な時期であるが、育児不安 
の要因の一つにもなっている。そのため、従来より実施している「離乳食講習会」に加え
平成１８年度より幼児期を対象とした｢食育教室｣を実施している。 
 
【事業の成果】 
　乳幼児期より日本的な食文化や食材に触れる機会を増やすことで、規則正しい食習慣が 
身につき、健やかな心と体の成長、保護者の不安軽減につながっている。 
 
　　　　　　　　　　　決算額　　　　　離乳食講習会　食育教室
　平成２３年度　１，０１７，２６３円　　　　４８回　　７９回
　平成２４年度　　　９９１，８５０円　　　　４８回　　６７回
　平成２５年度　　　９７４，５２０円　　　　 ３９回　　４５回

【今後の課題・方向性】 
　生涯の健康維持には、乳幼児期からの健康的な食習慣の定着が必要である。引き続き、 
健全な食生活が実践できるよう対象者に合わせた支援をしていく。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３５ 項　　目　　名 母子栄養改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,084 その他 0 

（参考） 評価
結果

通院困難な在宅高齢者及び通所サービス利用者に口腔状態を知る機会を提供することで、本人や家族、関係職員の歯科に対する関
心を喚起し、併せて相談できる体制を確保するために継続実施する。前年度決算額 2,447 

その他 0 0 

一般財源 1,419 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 665 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,226 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,084 0 

健康対策費

当初予算額 2,691 

補正予算額 △ 465 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９８（健０３３）

【事業の概要】 
　生活の質の向上につながる大切な要因となる口腔状態を改善することで在宅で寝たきり 
の高齢者及び介護者の口腔衛生への関心の喚起へとつなげ、介護予防を図る。
 
【事業の成果】 
　通院困難な在宅及び通所サービス利用者が歯科医師による歯科相談を実施することで、 
適切な口腔管理につながり、家族や施設職員も口腔ケアに対する意識を高めることができ 
た。 
　平成２３年度　決算額　２，４６９，８４２円　利用者　３１７人 
　平成２４年度　決算額　２，４４６，７５０円　利用者　３４５人 
　平成２５年度　決算額　２，０８３，８３２円　利用者　２９３人 
　 
【今後の課題・方向性】 
　通院困難な在宅及び通所サービス利用者が歯科医師による歯科相談を実施することで、 
適切な口腔管理につながり、家族や施設職員も口腔ケアに対する関心を喚起するために継 
続実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３６ 項　　目　　名 在宅高齢者歯科対策事業費

主要な施策 在宅高齢者歯科対策事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 274 その他 0 

（参考） 評価
結果

市民に対して歯科保健の重要性を一層啓発し、受診者の増加を図る。
前年度決算額 264 

その他 0 0 

一般財源 120 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 154 0 

地方債 0 0 

最終予算額 408 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 274 0 

健康対策費

当初予算額 408 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９８（健０３４） 

【事業の概要】 
　４０、５０、６０、７０歳に達する者の１０歳ごとのふしめ年齢の人に対して 
　鳥取県歯科医師会に委託して歯科検診を実施。 
 
【事業の成果】 
　平成２３年度　決算額　３６８，４２１円　受診者　２１４人
　平成２４年度　決算額　２６３，６３７円　受診者　１４０人
　平成２５年度　決算額　２７３，７１３円　受診者　１４０人　 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も市民に対して歯科保健の重要性を一層啓発し、受診者の増加を図っていく。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３７ 項　　目　　名 ふしめ歯科検診事業費

主要な施策 ふしめ歯科検診事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 398 その他 0 

（参考） 評価
結果

地域で自殺対策を進めるための普及啓発、早期発見をして適切な医療機関に結び付けるための人材育成等、対策を継続する。
前年度決算額 503 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 398 0 

地方債 0 0 

最終予算額 554 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 398 0 

健康対策費

当初予算額 554 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９９（健０３５） 
 
【事業の概要】 
　国は都道府県に平成２１年から「地域自殺対策緊急強化基金」を造成した。これを受け 
て本市でも自殺予防のための人材育成・普及啓発を行い、支援の必要な人を早期に発見し 
て適切な相談・医療機関に繋ぐことができることを目的に、自殺を防止する各種の事業を 
行ってきた。電話等での相談も増え、必要に応じて他機関との連携を行い、悩む人の支援 
を行っているところである。 
 
【事業の成果】 
　平成２３年度　決算額　１，０４１，０００円 
　平成２４年度　決算額　　　５０３，１６１円 
　平成２５年度　決算額　　　３９８，３４８円 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域で自殺対策を進めるための普及啓発や、早期発見をして適切な医療機関に結びつけ 
るための人材育成など、引き続き対策を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３８ 項　　目　　名 地域自殺対策緊急強化事業費

主要な施策 地域自殺対策緊急強化事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 5,610 その他 0 

（参考） 評価
結果

新生児期や乳幼児期の子どもを持つ家庭へのサポートを効率的かつ確実に実施するために今後も事業を継続する。
前年度決算額 5,477 

その他 0 0 

一般財源 2,806 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,804 0 

地方債 0 0 

最終予算額 6,155 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,610 0 

母子保健費

当初予算額 6,155 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９９（健０３６）
 
【事業の概要】 
　子どもの健やかな成長と子育てを支援するために、母子保健法に基づく新生児訪問指導 
併せて児童福祉法に基づく「こんにちは赤ちゃん事業」として実施。生後４か月までの乳
児のいる全ての家庭を訪問し、子育てに関する不安や相談等に応じたり、情報提供を行 
う。 
 
【事業の成果】 
　保健師及び委託した母子保健推進員が産婦及び新生児の家庭を訪問し保健指導を行うこ 
とにより、子育てに関する不安を軽減し、その後の適切な育児へとつなげることができた 
。 
　 
　平成２３年度　産婦　１，５６７人　新生児　１，６４７人 
　　　　　　　　決算額　６，４４９，６６０円 
　平成２４年度　産婦　１，５５１人　新生児　１，５５３人　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　決算額　５，４７６，８２５円 
　平成２５年度　産婦　１，５７８人　新生児　１，５９７人 
　　　　　　　　決算額　５，６０９，７５１円 
 
【今後の課題・方向性】 
　事業の周知に努めるとともに全数訪問を目指して継続実施する。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０３９ 項　　目　　名 母子保健訪問指導事業費

主要な施策 母子保健訪問指導事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 143,328 その他 0 

（参考） 評価
結果

妊婦と胎児の健康を確保するために、妊婦が安心して健診を受けられる体制を継続実施していくことは重要である。
前年度決算額 143,668 

その他 0 0 

一般財源 140,014 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,314 0 

地方債 0 0 

最終予算額 149,183 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 143,328 0 

母子保健費

当初予算額 145,697 

補正予算額 3,486 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
　 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１００（健０３７）
　 
【事業の概要】 
　母子手帳交付時にあわせて妊婦一般健康診査受診票を交付する。 
　交付枚数は、妊娠全期を通して１４枚、平成２３年からはクラミジア検査を１枚追加交
付す る。ただし、多胎妊娠妊婦には左記に加えて５枚分を追加で交付する。 
　 
【事業の成果】 
　妊娠中の異常の早期発見や疾病予防のために、定期的な妊婦健康診査を受けることが必 
要である。妊婦健康診査費の一部を助成することで経済的負担の軽減を図り、妊婦健診を 
受けやすくし、安心して出産をむかえられるよう支援した。 
　 
　平成２３年度　一般　延２３，４３１人　多胎　延４１人 
　　　　　　　　決算額　１５０，３７７，４０９円 
　平成２４年度　一般　延２２，０７７人　多胎　延２９人 
　　　　　　　　決算額　１４３，６６８，０８４円 
　平成２５年度　一般　延２２．１４５人　多胎　延２３人 
　　　　　　　　決算額　１４３，３２７，９７８円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　妊婦健康診査の重要性について周知しながら継続実施する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４０ 項　　目　　名 妊婦健康診査費

主要な施策 妊婦健康診査費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 17,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子保健法に基づく健康診査で、鳥取県下統一した実施方法で行っている。継続実施が必要である。
前年度決算額 18,725 

その他 0 0 

一般財源 17,383 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 17,970 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 17,383 0 

母子保健費

当初予算額 17,931 

補正予算額 39 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１００（健０３８）
 
【事業の概要】 
　母子保健法に基づく健康診査として、３～４ヶ月健診・９～１０ヶ月児健診の受診券を 
発行し医療機関委託で実施する。 
 
【事業の成果】 
　成長発達の確認や疾病の早期発見をし、適切な指導を行い、乳児の健康の保持増進を図 
ることができた。 
　 
　平成２３年度　受診者数　３，２１３人　決算額　１８，５８３，０２１円 
　平成２４年度　受診者数　３，２３３人　決算額　１８，７２５，３６６円 
　平成２５年度　受診者数　３，００９人　決算額　１７，３８３，０４８円 
　 
【今後の課題・方向性】 
　乳児健康診査の効果的な推進について検討しながら継続実施する。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４１ 項　　目　　名 乳児健康診査費

主要な施策 乳児健康診査費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,968 その他 0 

（参考） 評価
結果

子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており、今後も継続して実施する。
前年度決算額 2,845 

その他 0 0 

一般財源 2,968 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,984 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,968 0 

母子保健費

当初予算額 2,764 

補正予算額 207 

予算流・充用額 13 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０１（健０４０）
 
【事業の概要】 
　乳児期の健康保持増進を図るためには、定期的に健康診査を受け健康状態を明らかにす 
る必要がある。母子保健法に基づく健康診査。 
　身体計測・小児科医の診察 
　栄養指導（栄養士）・保健指導（保健師） 
　絵本の読み聞かせ、ブックスタートパックの配布 
 
【事業の成果】 
　６か月児に健康診査を行い、成長発達の確認や疾病の早期発見をし、適切な指導を行う 
ことで、６か月児の心身の健やかな成長を図ることができた。
 
　平成２３年度　受診者数　１，７３２人　決算額　２，６８９，５９５円 
　平成２４年度　受診者数　１，７０２人　決算額　２，８４５，３６０円 
　平成２５年度　受診者数　１，５９６人　決算額　２，９６８，２１７円 
 
【今後の課題・方向性】 
　子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており 
今後も継続して実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４２ 項　　目　　名 ６か月児健康診査費

主要な施策 ６か月児健康診査費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 4,533 その他 0 

（参考） 評価
結果

子どもの成長、発達の確認とともに、子育て支援としても重要な役割を担っており今後も継続実施する。
前年度決算額 4,136 

その他 0 0 

一般財源 4,533 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 4,651 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,533 0 

母子保健費

当初予算額 4,462 

補正予算額 129 

予算流・充用額 60 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０１（健０４０）
 
【事業の概要】 
　母子保健法第１２条に基づく市町村の義務健診。 
身体計測、小児科医師・歯科医師の診察、歯磨き指導、発達相談、栄養相談、育児相談を
実施。 
 
【事業の成果】 
　１歳６ヶ月の頃は単語を発したり、歩くことができるようになる大切な時期である。 
　この時期に子どもの成長、発達の確認と、生活習慣への働きかけ、虫歯予防、食事、そ 
の他育児等に関する支援ができた。 

　平成２３年度　受診者数　１，６５４人　決算額　４，３３６，２１３円 
　平成２４年度　受診者数　１，７２２人　決算額　４，１３５，８４８円 
　平成２５年度　受診者数　１，７２９人　決算額　４，５３２，５８１円 
 
【今後の課題・方向性】 
　子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており 
今後も継続実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４３ 項　　目　　名 １歳６か月児健康診査費

主要な施策 １歳６か月児健康診査費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 6,430 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子保健法に基づいて実施しており、子どもの成長と発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っているた
め、今後も継続して実施する。前年度決算額 6,029 

その他 0 0 

一般財源 6,430 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 6,726 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 6,430 0 

母子保健費

当初予算額 6,688 

補正予算額 97 

予算流・充用額 △ 59 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ１０２（健０４２） 
 
【事業の概要】 
　母子保健法第１２条に基づく市町村の義務健診。 
　問診、尿検査、視力検査、聴力検査、身体計測、小児科医師・歯科医師の健診、はみが
き指導、保健指導、栄養相談、発達相談、育児相談を実施。 
 
【事業の成果】 
　幼児の健康・発達の個人的差異が明らかになる３歳児に対して健康診査を実施すること
により、視覚・聴覚・運動・心身の成長・発達の確認や疾病の早期発見に努めることがで
きた。また、むし歯の予防や育児に関する相談・助言を行い、幼児の健康の保持増進と育
児支援を図ることができた。
　過去３年間の受診率は９６％前後 

　平成２３年度　受診者数　１，６７３人　決算額　６，３５４，７１３円　 
　平成２４年度　受診者数　１，６６０人　決算額　６，０２９，４７０円 
　平成２５年度　受診者数　１，６４９人　決算額　６，４３０，１５４円 

【今後の課題・方向性】 
　母子保健法に基づいて実施しており、子どもの成長・発達を確認するとともに、子育て
支援としても重要な役割を担っており、今後も継続して実施する。　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４４ 項　　目　　名 ３歳児健康診査費

主要な施策 ３歳児健康診査費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,219 その他 0 

（参考） 評価
結果

育児不安を軽減し、子どもの健やかな発育・発達を支援するため、今後もさまざまなライフステージとその課題に応じた教育と相
談を継続実施する。前年度決算額 1,562 

その他 0 0 

一般財源 1,219 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,517 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,219 0 

母子保健費

当初予算額 1,520 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 3 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 【９次総の施策体系】1101 
 【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ１０２（健０４２） 
 
【事業の概要】 
　母子の健康づくりや栄養管理、育児等について、グループワーク等の方法を用いて教室 
を実施することで、母子の愛着形成を促進し子どもの健やかな発達を促す。また、発達が 
気がかりな子どもやその保護者、育児不安を持つ母親等に対し、相談の場や親子のふれあ 
いの場を設けて子どもの健全な発達を促し、育児不安の軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　子育ての背景が時代とともに変わる中で、子育ての正しい知識を普及啓発するとともに 
育児不安を解消するすることで母子の孤立を防止する。また母子の愛着形成を促進し、子 
どもの健やかな成長・発達を促すことができた。 
(延べ人数) 
　幼児学級　　　　　　　平成２３年度　　２３回　　（２０７人） 
　　　　　　　　　　　　平成２４年度　　２３回　　（２１７人） 
　　　　　　　　　　　　平成２５年度　　２２回　　（２５０人） 
　地区健康教育　　　　　平成２３年度　１６１回（３，８５３人） 
　　　　　　　　　　　　平成２４年度　１４４回（２，９６５人） 
　　　　　　　　　　　　平成２４年度　１４５回（３，３４９人） 
　平成２３年度決算額　　　１，８８６，３３４円　 
　平成２４年度決算額　　　１，５６１，７９９円 
　平成２５年度決算額　　　１，２１９，１５５円 
【今後の課題・方向性】 
　保護者の育児不安を軽減し、子どもの健やかな成長・発達を支援するため。今後のさま 
ざまなライフステージとその課題に応じた教育と相談を継続実施する。　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４５ 項　　目　　名 育児等健康支援事業費

主要な施策 育児等健康支援事業費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,229 その他 0 

（参考） 評価
結果

６歳臼歯の生え始める時期に親子で歯科保健について学び、生涯を通じた歯の健康づくりについて意識付けを図ることは重要であ
り、今後も継続が必要である。前年度決算額 1,250 

その他 0 0 

一般財源 1,229 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,277 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,229 0 

母子保健費

当初予算額 1,277 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０３（健０４３）
 
【事業の概要】 
　年長児とその保護者を対象に、保育園・幼稚園を会場に、歯科医師による講話・歯科保 
健指導を行う。 
 
【事業の成果】 
　全乳歯が生えそろい、第１大臼歯（６歳臼歯）の生え始める幼児期後期に、６歳臼歯の 
保護を目的とした歯の保健指導を実施し、生涯の歯の健康管理の意識付けを行うことで歯 
科保健水準の向上を図ることができた。
 
　平成２３年度　実施園　５９園　参加人数　２，８８０人　 
　　　　　　　　決算額　１，２２９，１２１円 
　平成２４年度　実施園　５９園　参加人数　２，９２３人　 
　　　　　　　　決算額　１，２５０，０２６円 
　平成２５年度　実施園　５８園　参加人数　２，９００人 
　　　　　　　　決算額　１，２２９，２５４円 
 
【今後の課題・方向性】 
　６歳臼歯の生え始める機会に歯科保健についての意識付けを親子で行うことで生涯を通 
じた歯の健康づくりを継続して推進する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４６ 項　　目　　名 ６歳臼歯保護推進事業費

主要な施策 ６歳臼歯保護推進事業費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,423 その他 0 

（参考） 評価
結果

３歳児のむし歯罹患率は減少しているが、２歳から３歳にかけての年齢はむし歯罹患が急激に増える時期である。２歳児歯科健診
の必要性やむし歯予防についての啓発を行うと共に本事業を継続実施する。前年度決算額 1,308 

その他 12 0 

一般財源 1,411 諸収入 12 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,425 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,423 0 

母子保健費

当初予算額 1,392 

補正予算額 0 

予算流・充用額 33 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０３（健０４４） 
 
【事業の概要】 
　１歳６か月から３歳までの間にむし歯の罹患率が急激に増える傾向があることから、東 
部歯科医師会と協議し、平成１１年１月より２歳児歯科健診を開始した。歯科医師による 
診察、歯科衛生士による歯科保健指導及びフッ素塗布を行う。 
 
【事業の成果】 
　２歳児は乳歯がほぼ生えそろい始めるが、間食や歯磨き等の生活習慣が不規則なため、 
むし歯になりやすい時期である。この時期に歯科健診・歯科保健指導を行うことにより、 
口腔の健康の保持増進を図る。この事業を開始して、むし歯罹患率は減少傾向になった。 
　
　平成２３年度　受診者数　１，３３８人　決算額　１，２７２，０１５円 
　平成２４年度　受診者数　１，３９０人　決算額　１，３０７，６１２円 
　平成２５年度　受診者数　１，４３０人　決算額　１，４２３，３３３円 
 
【今後の課題・方向性】 
　２歳児歯科健診の必要性やむし歯予防教育の重要性を継続して啓発する。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４７ 項　　目　　名 ２歳児歯科健診事業費

主要な施策 ２歳児歯科健診事業費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 465 その他 0 

（参考） 評価
結果

２歳から３歳にかけての時期はむし歯罹患率が急激に高まるため、２歳児の間に継続的なフッ素塗布と歯科保健指導の充実が必要
であり、本事業を継続実施する。前年度決算額 488 

その他 0 0 

一般財源 465 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 484 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 465 0 

母子保健費

当初予算額 516 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 32 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０４（健０４５） 
 
【事業の概要】 
　２歳児歯科健診の受診者を対象に、生え始めの乳歯にフッ素を定期的に塗布することで 
むし歯を予防するために、平成１２年度より２歳児フッ素塗布事業を開始した。 
 
【事業の成果】 
　生え初めて２～３年の乳歯は、エナメル質が未熟でむし歯になりやすい状態である。こ 
の時期にむし歯予防処置として、フッ素を継続的・定期的に塗布し保健指導を実施するこ 
とで、乳歯の歯質の向上と保護者の口腔への関心を高め、むし歯予防を図ることができた 
。 
　平成２３年度　受診者数　２，２７１人　決算額　４６１，０２９円 
　平成２４年度　受診者数　２，３５０人　決算額　４８７，５１３円 
　平成２５年度　受診者数　２，４２８人　決算額　４６５，３２３円 
 
【今後の課題・方向性】 
　２歳から３歳にかけての時期はむし歯罹患率が急激に高まるため、２歳児歯科健診にお 
いての歯科保健指導の充実と継続的なフッ素塗布の必要性を啓発していくことが必要であ 
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４８ 項　　目　　名 ２歳児フッ素塗布事業費

主要な施策 ２歳児フッ素塗布事業費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 13,576 その他 0 

（参考） 評価
結果

少子化対策の一環として、市民が安心して子どもを産める環境づくりは継続的に必要である。
前年度決算額 13,127 

その他 0 0 

一般財源 13,576 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 13,975 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 13,576 0 

母子保健費

当初予算額 10,000 

補正予算額 3,975 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０４（健０４６）、８月補正予算・Ｐ１６（健００４） 
 
【事業の概要】 
　鳥取県特定不妊治療助成事業の対象となった人に対して治療費の追加助成を行う。 
　（１）助成金の額は、鳥取県特定不妊治療助成事業の対象となった費用から、鳥取県の 
　　　助成金を控除した額又は５万円のいずれか低い額とする。 
　（２）助成回数は１年度に２回（初年度については１年度に３回）を限度に通算５年度 
　　　で１０回までとする。 
　（３）（２）を超える回数の治療に対する助成金の額は、２万５千円を上限とする。 

【事業の成果】 
　経済的負担が原因で子どもを諦める夫婦がないように治療費を助成することで子どもを 
望む夫婦が安心して子どもを産み育てる環境づくりの一助となっている。 
　 
　平成２３年度　実１５６名（延２４４件）　決算額　１０，３５６，１６９円 
　平成２４年度　実１７０名（延２９５件）　決算額　１３，１２６，８５４円 
　平成２５年度　実１７９名（延３８０件）　決算額　１３，５７６，２６２円 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後とも子どもを産み育てる環境づくりを進めていくため、継続して実施していく。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０４９ 項　　目　　名 特定不妊治療助成事業費補助金

主要な施策 特定不妊治療助成事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 487 その他 0 

（参考） 評価
結果

市民が安心して子どもを産み育てる環境を確保するために継続実施する。
前年度決算額 568 

その他 0 0 

一般財源 487 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 540 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 487 0 

母子保健費

当初予算額 540 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０５（健０４７） 
 
【事業の概要】 
　鳥取県の人工受精助成事業の対象となった人に対して治療費の２割を追加助成する。 
　通算２ヵ年度助成する。（１年度上限４万円） 
 
【事業の成果】 
　保険適用とならない人工受精の費用の一部を助成することで、治療に係る経済的な負担 
を軽減することができた。 

　平成２３年度　実５３名（延５６件）　決算額　５０８，６８２円 
　平成２４年度　実６５名（延７０件）　決算額　５６８，１９６円 
　平成２５年度　実５７名（延５９件）　決算額　４８７，４４１円 
 
【今後の課題・方向性】 
　市民が安心して子どもを産み育てる環境づくりを確保するために継続実施する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５０ 項　　目　　名 一般不妊治療助成事業費

主要な施策 一般不妊治療助成事業費 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 214,141 その他 0 

（参考） 評価
結果

Ａ類疾病に係る予防接種として、今後も適切に実施していく。
前年度決算額 277,927 

その他 0 0 

一般財源 214,141 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 247,454 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 214,141 0 

予防費

当初予算額 270,121 

補正予算額 △ 22,667 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ１０５（健０４８）

【事業の概要】 
　予防接種法第２条第２項（Ａ類疾病の指定）、第５条第１項（定期予防接種の実施）、
予防接 種法施行令第１条の２（定期予防接種を行う疾病及び対象者）に基づき、集団接種
及び個 別接種として実施。 

【事業の成果】 
　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために予防接種を行い、公衆衛生
の 向上及び増進に寄与することを目的として実施。 
　平成２３年度　決算額　２３８，６９７，４５３円（ＢＣＧ１，７９９件、ポリオ
　　　　　　　　２，９９９件、三種混合７，０３６件、二種混合１，４８５件、ＭＲ
　　　　　　　　１期１，５９８件、２期１，６７１件、日本脳炎９，２９５件） 
　平成２４年度　決算額　２７７，９２６，９９６円（ＢＣＧ１，６６６件、生ポリオ
　　　　　　　　８５７件、不活化ポリオ４，６６６件、三種混合５，８０１件、二種
　　　　　　　　混合１，４８７件、四種混合１，１９５件、ＭＲ１期１，７８４件、
　　　　　　　　２期１，６８３件、日本脳炎８，２８７件） 
　平成２５年度　決算額　２１４，１４０，９７３円（ＢＣＧ１，２９３件、不活化
　　　　　　　　ポリオ１，８７６件、三種混合１，７８５件、二種混合１，２１８件、
　　　　　　　　四種混合５，２１６件、ＭＲ１期１，６９１件、ＭＲ２期１，６９３
　　　　　　　　件、日本脳炎６，４８３件） 

【今後の課題・方向性】 
　今後、Ａ類疾病に位置づけられる見込みのワクチンが複数あるため、制度改正に速やか
に対応し、事業を適切に実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５１ 項　　目　　名 一類疾病予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 97,075 その他 0 

（参考） 評価
結果

Ｂ類疾病に係る予防接種として、今後も適切に実施していく。
前年度決算額 95,303 

その他 0 0 

一般財源 97,075 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 101,459 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 97,075 0 

予防費

当初予算額 102,334 

補正予算額 △ 868 

予算流・充用額 △ 7 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ１０６（健０４９） 

【事業の概要】 
　平成１３年の予防接種法の改正により、インフルエンザは二類疾病に分類され、定期の 
予防接種を行うこととなった（平成２５年度からＢ類疾病に名称変更）。予防接種法及び 
予防接種法施行令に基づき実施。 
　２５年度から新たに任意接種である重度の心身障がい者及び重症心身障がい児の接種に 
ついても費用助成を実施。 

【事業の成果】 
　対象者①満６５歳以上の人 
　　　　②満６０歳以上６５歳未満の人のうち、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の 
　　　　　身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する人及び人免疫不全ウィ 
　　　　　ルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人 
　　　　③重度の心身障がい者及び重症心身障がい児（２５年度より） 
　委託先　鳥取県東部医師会会員が開設・管理する医療機関等 
　実績　平成２３年度　決算額　１０４，１９８，３９５円
　　　　　　　　　　　接種者　　　　　　３１，１５０人（接種率６８．３％） 
　　　　平成２４年度　決算額　　９５，３０２，６８１円
　　　　　　　　　　　接種者　　　　　　３１，２７６人（接種率６７．９％） 
　　　　平成２５年度　決算額　　９７，０７５，３３８円
　　　　　　　　　　　接種者　　　　　　３２，６２５人（接種率６６．７％） 
【今後の課題・方向性】 
　インフルエンザによる重症化を防止するために、継続して実施する。　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５２ 項　　目　　名 二類疾病予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 17,666 その他 0 

（参考） 評価
結果

子宮頸がん予防ワクチンの接種に係る国の動向に注視し、適切に実施していく。
前年度決算額 58,716 

その他 0 0 

一般財源 17,666 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 66,888 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 17,666 0 

予防費

当初予算額 67,008 

補正予算額 △ 120 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０６（健０５０）

【事業の概要】 
　子宮頸がんの発生予防を図るため、予防接種法第２条第２項（Ａ類疾病の指定）、第５
条第１項（定期予防接種の実施）、予防接種法施行令第１条の２（定期予防接種を行う疾
病及び対象者）に基づき、平成２５年度から個別接種として実施。

【事業の成果】 
　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために予防接種を行い、公衆衛生
の 向上及び増進に寄与することを目的として実施。 
　対象者　中学１年生～高校１年生に相当する女子
　実績　平成２５年度　決算額　１７，６６６，５０５円（９４６件）
 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度に予防接種法のＡ類疾病に位置づけ られ、定期接種となっているが、平成
２５年６月の厚生労働省勧告に基づき以後の積極的勧奨を差し控えている状況である。今
後の国の動向を注視しながら適切に事業を実施する。

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５３ 項　　目　　名 子宮頸がんワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 63,721 その他 0 

（参考） 評価
結果

Ａ類疾病に係る予防接種として、今後も適切に実施していく。
前年度決算額 60,693 

その他 0 0 

一般財源 63,721 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 66,917 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 63,721 0 

予防費

当初予算額 54,098 

補正予算額 12,819 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０７（健０５１）

【事業の概要】 
　乳幼児のインフルエンザ菌ｂ型感染による細菌性髄膜炎の予防対策として、予防接種法
第２条第２項（Ａ類疾病の指定）、第５条第１項（定期予防接種の実施）、予防接種法施
行令第１条の２（定期予防接種を行う疾病及び対象者）に基づき、平成２５年度から個別
接種として実施。

【事業の成果】 
　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために予防接種を行い、公衆衛生
の 向上及び増進に寄与することを目的として実施。 
　対象者　２か月～５歳未満の乳幼児
　実績　平成２５年度　決算額　６３，７２０，８１１円（７，１８１件）

【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度に予防接種法のＡ類疾病に位置づけられたことを受け、今後も適切に実施
していく。

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５４ 項　　目　　名 ヒブワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 77,225 その他 0 

（参考） 評価
結果

Ａ類疾病に係る予防接種として、今後も適切に実施していく。
前年度決算額 80,910 

その他 0 0 

一般財源 77,225 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 81,548 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 77,225 0 

予防費

当初予算額 78,508 

補正予算額 3,033 

予算流・充用額 7 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０７（健０５２）

【事業の概要】 
　乳幼児の肺炎球菌感染症による細菌性髄膜炎の予防対策として、予防接種法第２条第２
項（Ａ類疾病の指定）、第５条第１項（定期予防接種の実施）、予防接種法施行令第１条
の２（定期予防接種を行う疾病及び対象者）に基づき、平成２５年度から個別接種として
実施。

【事業の成果】 
　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために予防接種を行い、公衆衛生
の 向上及び増進に寄与することを目的として実施。 
　対象者　２か月～５歳未満の乳幼児
　実績　平成２５年度　決算額　７７，２２４，７２７円（６，８５３件）

【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度に予防接種法のＡ類疾病に位置づけられたことを受け、今後も適切に実施
していく。

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５５ 項　　目　　名 小児用肺炎球菌ワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 7,653 その他 0 

（参考） 評価
結果

２６年度も事業を継続するが、風しんの流行状況や先天性風しん症候群の発生状況などを確認しながら、事業の継続を検討してい
く必要がある。前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 4,453 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,200 0 

地方債 0 0 

最終予算額 8,190 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 7,653 0 

予防費

当初予算額 0 

補正予算額 8,190 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 

【９次総の施策体系】3102
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ１（健００１）
 
【事業の概要】 
　平成２４年の夏から、全国的に風しんが流行しており、鳥取県においても患者が増加し
た。 免疫のない女性が妊娠中に風疹に感染すると、胎児が先天性風しん症候群となるおそ
れが ある。風しんを予防するためには予防接種が第一であり、風しんに係る予防接種費用
の助 成を行い、先天性風しん症候群の予防を図る。
 
【事業の成果】 
　予防接種により、妊婦とその子どもを風しん・先天性風しん症候群から守る。 
平成２５年度の鳥取市における先天性風しん症候群発生報告は０件であった。 
　平成２５年度
　　決算額　７，６５２，６２３円 
　　接種者　１９～５０歳未満の女性：ＭＲ混合ワクチン　　４９３人 
　　　　　　　　　　　同上　　　　：風しん単独ワクチン　  ８８人 
　　　　　　妊婦の夫：ＭＲ混合ワクチン　　２２９人 
　　　　　　　同上　：風しん単独ワクチン　　３６人 

【今後の課題・方向性】 
　平成２６年度も引き続き実施するが、風しんの流行状況や先天性風しん症候群の発生状
況などを注視しながら事業の継続を検討していく。　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健０５６ 項　　目　　名 風しん予防接種費助成事業費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 34 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 292 その他 0 

（参考） 評価
結果

発達に困り感をかかえる児をもつ保護者にとって、就園前の家庭以外の小集団の場所として、他児との交流、親同士の交流を通
し、児の発達理解や、将来を見通せる力をつけていくきっかけとなっている。今後も拡充をはかる。前年度決算額 0 

その他 0 0 

一般財源 292 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 298 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 292 0 

児童福祉総務費

当初予算額 298 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】発達支援係　0857-33-4012 

【９次総の施策体系】1101 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０８（健０５３） 

【事業の概要】 
　乳幼児期の経過の中で、発達障がいの疑いがあり、ある程度発達の見極めが得られた児 
とその保護者を対象に、児の発達の特徴をふまえた、保育士及び発達支援員による親子遊
びの実践と、保護者の子育てに関する意見交換や勉強会を週１回のペースで実施する。 

【事業の成果】 
　事業を毎週実施することで、子ども同士のふれあいと療育的な遊びにより、コミュニ
ケーション能力や身体能力を高め、子どものより良い成長発達を促すことができている。
　また、保護者同士の交流や学習の場を提供することにより、子どもへの理解が深まり、
子育てに対して自信が得られている。
　　平成２５年度　２９２千円（４１回、３５１組）
 
【今後の課題・方向性】 
　発達に困り感を抱える子どもに対し、療育を実施することで成長発達を促し、親の子ど
も理解を深める場として、継続して実施していく。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０５７ 項　　目　　名 親子通所療育事業費

主要な施策 児童発達支援事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
こども発達・家庭支援センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 4,702 その他 0 

（参考） 評価
結果

児童の安心安全な成長発達を確保していくために、家庭内で養育者の養育が十分かつ適切に行われるように支援していく必要かつ
重要な事業であり、今後も事業の導入が必要な世帯の把握に努め、支援の拡充を図っていく。前年度決算額 3,827 

その他 0 0 

一般財源 2,528 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,174 0 

地方債 0 0 

最終予算額 4,732 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,702 0 

児童福祉総務費

当初予算額 4,852 

補正予算額 △ 120 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】家庭支援係　0857-20-0122 
【９次総の施策体系】1101 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０８（健０５４）
【事業の概要】 
（１）家庭訪問による支援 
　　ア、若年での出産や養育者が産後うつ状態であったり子育てに対して強い不安や孤立 
　　　　感等を抱えているなど、特に支援を要する養育者及び児童に対する相談・支援 
　　イ、児童養護施設等退所後の児童の家庭に対する養育相談・支援 
（２）こども発達・家庭支援センターにおける心理相談 
　　ア、妊婦や出産後間もない養育者に対するカウンセリング 
　　イ、養育が十分に行われていない家庭の養育者及び児童に対するカウンセリング 
　　ウ、児童養護施設等からの家庭復帰のためのカウンセリング 
【事業の成果】 
　養育が十分でない家庭に対して家庭訪問及びカウンセリングを行い、養育者の育児不安 
の解消を図り、安心安全な子育てが行えるように相談・支援を行い、児童虐待につながら 
ないように予防が図れた。 
　平成２３年度　３，７６１千円（訪問支援　１９件、３１６回）
　　　　　　　　　　　　　　　（カウンセリング　２８人、１３８回）
　平成２４年度　３，８２７千円（訪問支援　１５件、３０４回）
　　　　　　　　　　　　　　　（カウンセリング　３６人、２０３回）
　平成２５年度　４，７０２千円（訪問支援　１９件、４６２回）
　　　　　　　　　　　　　　　（カウンセリング　４２人、２２８回）
【今後の課題・方向性】 
　事業導入している世帯の養育力は高まり、安心できる育児につながっている。事業の導 
入が必要な世帯の把握に努め、支援の拡充を図っていく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０５８ 項　　目　　名 養育支援訪問事業費

主要な施策 こども家庭支援事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
こども発達・家庭支援センター年度



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 150 その他 0 

（参考） 評価
結果

事業に参加している間は、親と子は別々に離れ、親同士が子育て体験を共有しながら自己肯定感を高め、安心した育児が行えるよ
うに継続していく。また、子育て支援に関わる機関職員のスキルアップを図っていく。前年度決算額 158 

その他 0 0 

一般財源 150 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 171 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 150 0 

児童福祉総務費

当初予算額 171 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H25 事業の概要

　会計名 【問合せ先】家庭支援係　0857-20-0122 
【９次総の施策体系】1101 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０９（健０５５）

【事業の概要】 
　核家族化や地域の連帯関係が希薄化してきた現在、育児に対して悩んだり不安を抱いた 
ままで、周囲に相談や協力を得られない家庭が増える傾向にある。保護者同士が情報交換 
や子育ての悩みなどを共有できる場を提供し、お互いの子育て体験を共有し、自己肯定感 
を高めることで、孤立した子育ての防止と安心した子育てが行われることの目的に実施。 
　また、子育て支援に関わる機関のスタッフに対する研修会を開催し、子育て支援の充実 
を図っていく。 
（１）「親と子の関係を考える会」の開催 
（２）児童虐待予防に関わるスタッフへの研修 

【事業の成果】 
（１）養育者（母）が、子どもと離れた場所でリラックスして、お互いの子育てに対する 
悩みや不安を語り合い、子育ての体験を共有することで安心感を持つことができ、前向き 
に育児を行えるようになっている。　　 
　平成２３年度　１５８千円（１２回、７０人）
　平成２４年度　１５８千円（１２回、６２人）
　平成２５年度　１５０千円（１２回、６６人）

【今後の課題・方向性】 
　子育てを支援していく機関として、職員のスキルアップを図り、育児の悩みや不安を抱 
える保護者への支援を行うとともに、子育ての体験を共有しながら自己肯定感を高めてい 
く場を提供していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０５９ 項　　目　　名 親と子のすこやか推進事業費

主要な施策 こども家庭支援事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
こども発達・家庭支援センター年度
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